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(57)【要約】
本発明は、継手基礎体（６）を受容しかつプレス部分（
８）を有する受容セクション（４）を有し、受容セクシ
ョン（４）の内側の直径が継手基礎体（６）の外側の直
径に適合され、押圧セクション（８）の内側の直径が、
少なくともある一定の各区分において、継手基礎体（６
）の外側の直径よりも小さくなるように設計される、着
脱不能な封止管連結部を作製するための押圧継手用のプ
レススリーブに関する。プレススリーブは、径方向（Ｒ
）の内側に弾力的に締め付けできる少なくとも１つの保
持突起（１０）が受容部分（４）に設けられることと、
保持突起（１０）が、保持突起（１０）がストレス緩和
状態にある場合は径方向（Ｒ）において受容セクション
（４）の内側範囲に少なくとも部分的に突出する自由端
セクション（１２）を有することによって区別される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　分離不能な封止管連結部を作製するための押圧継手用の押圧スリーブであって、
　－　継手本体（６）を受容しかつ押圧セクション（８）を有する受容セクション（４）
を有し、
　－　前記受容セクション（４）の内径が前記継手本体（６）の外径に適合され、
　－　前記押圧セクション（８）の内径が、少なくとも各区分において、前記継手本体（
６）の前記外径よりも小さくなるように設計される、
押圧継手用の押圧スリーブにおいて、
　－　径方向（Ｒ）の内側に弾力的かつ弾性的に締め付けできる少なくとも１つの保持突
起（１０）が、前記受容セクション（４）に設けられること、および
　－　前記保持突起（１０）は、前記保持突起（１０）が締め付けられていない状態にあ
るときに径方向（Ｒ）において前記受容セクション（４）の内部に少なくとも部分的に突
出する自由端セクション（１２）を有すること、
を特徴とする、押圧スリーブ。
【請求項２】
　前記押圧スリーブ（２）は成形によって、具体的には、深絞りによって作製されること
を特徴とする、請求項１に記載の押圧スリーブ。
【請求項３】
　前記保持突起（１０）は、前記押圧スリーブの側方内面（１４）と側方外面（１６）と
の間に設けられる径方向開口部（１８）を通して解放されることを特徴とする、請求項１
または２に記載の押圧スリーブ。
【請求項４】
　前記押圧スリーブ（２）は、前記受容セクション（４）の領域に、前記継手本体（６）
を挿入するために設けられる対面側（２０）を有すること、および前記保持突起（１０）
は、前記対面側（２０）から離反する方向において傾斜することを特徴とする、請求項１
～３の何れか一項に記載の押圧スリーブ。
【請求項５】
　前記対面側（２０）を向く前記保持突起（１０）のガイド表面（２２）が、前記押圧ス
リーブ（２）の中心軸（Ａ）に関して角度（α）だけ傾斜するように配置され、前記角度
（α）は０°よりも大きく９０°よりも小さいことを特徴とする、請求項４に記載の押圧
スリーブ。
【請求項６】
　前記継手本体（６）上に当接するために設けられる押圧縁部（２４）が、前記少なくと
も１つの保持突起（１０）の前記自由端セクション（１２）の領域に形成され、前記押圧
縁部（２４）は具体的には縁部が鋭いことを特徴とする、請求項１～５の何れか一項に記
載の押圧スリーブ。
【請求項７】
　前記受容セクション（４）は、軸方向に測定されるその長さに沿って本質的に一様の開
口幅を有することを特徴とする、請求項１～６の何れか一項に記載の押圧スリーブ。
【請求項８】
　前記対面側（２０）から離反する前記方向に延在する前記押圧セクション（８）は、前
記受容セクション（４）に取り付けられ、前記押圧セクションの前記内径は前記対面側（
２０）から離反する前記方向において先細りすることを特徴とする、請求項４に記載の押
圧スリーブ。
【請求項９】
　前記対面側（２０）から離反する前記方向に延在する端部セクション（２６）が、前記
押圧セクション（８）に取り付けられ、前記押圧スリーブ（２）は、前記端部セクション
（２６）の領域において、具体的には、本質的に一様の開口幅を有することを特徴とする
、請求項８に記載の押圧スリーブ。
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【請求項１０】
　前記受容セクション（４）は前記対面側で円周フランジ（３６）に連なることを特徴と
する、請求項１～９の何れか一項に記載の押圧スリーブ。
【請求項１１】
　２以上の、特に、３以上の保持突起（１０）が設けられることを特徴とする、請求項１
～１０の何れか一項に記載の押圧スリーブ。
【請求項１２】
　前記保持突起（１０）は、具体的には、互いに関して規則的な角度距離の位置に配置さ
れることを特徴とする、請求項１１に記載の押圧スリーブ。
【請求項１３】
　前記保持突起（１０）は、別々の要素として、具体的には、カッティングリング（３８
）の形態で形成されることを特徴とする、請求項１１に記載の押圧スリーブ。
【請求項１４】
　－　連結される少なくとも１つの管端部（３０）を収容する継手本体（６）を有し、
　－　請求項１～１３の何れか一項に記載の押圧スリーブ（２）を有する、
分離不能な封止管連結部のための押圧継手。
【請求項１５】
　暖房設備、空調設備、衛生設備、もしくは飲料水設備、または技術用流体もしくは医療
用流体を運ぶ設備における、請求項１～１４の何れか一項に記載の押圧スリーブまたは押
圧継手の使用。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、継手本体を受容しかつ押圧セクションを有する受容セクションを有し、受容
セクションの内径が継手本体の外径に適合され、押圧セクションの内径が、少なくとも各
区分において、継手本体の外径よりも小さくなるように設計される、分離不能な封止管連
結部を作製するための押圧継手用の押圧スリーブに関する。本発明はさらに、本発明によ
る押圧スリーブを有する押圧継手、および本発明による押圧スリーブまたは本発明による
押圧継手の使用に関する。
【背景技術】
【０００２】
　冒頭で言及したタイプの押圧スリーブは、通常、パイプラインシステムにおいて、継手
本体と一緒に、金属封止の分離不能な形で管を互いに連結するために使用される。一般的
な押圧スリーブが、例えば特許文献１から知られている。
【０００３】
　特許文献１によれば、分離不能な金属封止管連結部を作製するために、まず、連結され
る管の管端部が継手本体の開口部に挿入され、そうすることで、継手本体が管端部を周方
向に囲繞する。押圧スリーブが、押圧ツールによって、軸方向に継手本体に押し付けられ
る。ここで、「軸方向」とは、管端部の長手方向軸に沿って、したがって、管断面を横切
るように、向きが定められる。押圧スリーブの側方内面の直径は、軸方向に測定される押
圧スリーブの長さに関して先細りし、そうなると、押圧スリーブが軸方向に押されると、
継手本体の周囲部または周辺領域がフランジ加工され、連結される管端部に押圧される。
言い換えれば、継手本体の周囲部または周辺領域は、その直径が径方向に狭められる。し
たがって、押圧スリーブを軸方向に押すと、押圧スリーブ上に設けられた、好ましくは先
細りする側方面によって、継手本体が径方向に変形する。「径方向」とは、連結される管
端部の長手方向の延長部を横切り、軸方向を横切るように、向きが定められる。このよう
に、継手本体および管端部は、塑性変形され、押圧スリーブを軸方向に押すことによって
互いに押圧される。
【０００４】
　特許文献１から知られる継手の場合、事前設置された押圧スリーブが、押圧が起こる前
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に継手本体から再び滑り落ちるということが場合によっては起こる恐れがある。さらに、
状況によっては、曲げ負荷またはねじり負荷によって、押圧される連結部に漏出が起こる
恐れがある。
【０００５】
この背景に対して、本発明は、上記に言及した欠点を有しないかまたは少なくともより小
さい範囲にだけ有し、具体的には、頑強な封止管連結部を単純な費用対効果の大きい手法
で作製できるようにする、押圧スリーブ、このような押圧スリーブを有する押圧継手、お
よびこのような押圧スリーブまたはこのような押圧継手の使用を明示するという技術的課
題に基づく。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】国際公開第２０１４／０００８９７（Ａ１）号
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　この技術的課題は、本発明に従って、請求項１に記載の押圧スリーブによって、請求項
１４に記載の、このような押圧スリーブを有する押圧継手によって、および請求項１５に
記載の、押圧スリーブおよび押圧継手の使用によって解決される。
【０００８】
　押圧スリーブは、径方向の内側に弾力的かつ弾性的に締め付けできる少なくとも１つの
保持突起が、前記受容セクションに設けられることと、保持突起が、締め付けられていな
い状態にあるときに径方向において受容セクションの内部に少なくとも部分的に突出する
自由端セクションを有することを特徴とする。
【０００９】
　押圧スリーブは、保持突起によって、設置状態において軸方向に変位しないように確保
される。押圧スリーブは、保持突起によって径方向に継手本体と共に締め付けられ、押圧
スリーブが軸方向に緩むことを妨げる押圧スリーブと継手本体との間の摩擦が、径方向の
締付け力によって増大する。それに加えてまたはその代わりに、設置状態では、軸方向に
緩むことを妨げる押圧スリーブと継手本体との間の嵌合連結（独：formschluessige Verb
indung，英：form-fit connection）がある。このような嵌合連結は、保持突起が径方向
内側に転向した方向に継手本体の材料に貫入するか、または継手本体を弾性変形および／
もしくは塑性変形することによって形成することができる。その代わりにまたはそれに加
えて、このような嵌合連結は、保持突起が、継手本体の周囲上に形成される、細いチャネ
ル、溝プロファイル、または同様のものなどの凹所と、具体的にはスナップ式連結の様式
で係合することによって、形成することができる。保持突起と継手本体との間の嵌合連結
は、保持突起の自由端セクションの領域に形成することができる。
【００１０】
　事前設置状態にある継手本体が押圧スリーブの受容セクションに受容されるが事前設置
状態にある継手本体の周囲部または周辺領域が未だフランジ加工されない、押圧スリーブ
の事前設置状態において、少なくとも１つの保持突起による継手本体上の押圧スリーブの
軸方向の確保をすでに実施することができる。言い換えれば、受容セクションは、事前設
置状態において、押圧される継手本体の周囲部または周辺領域を周囲上で受容することが
でき、押圧セクションは、軸方向において継手本体の周囲部または周辺領域に隣接するよ
うに配置される。
【００１１】
　受容セクションの内部は、例えば、継手本体の外径に適合される本質的に筒状の開口部
とすることができる。「適合される（独：Angepasst，英：Adapted）」とは、ここでは、
それぞれの用途に関して押圧スリーブおよび継手本体の確実な（事前）設置を行うことを
可能にする、適切なプレス嵌め、中間嵌め、またはすきま嵌めを受容セクションと継手本
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体との間に形成できることを意味する。継手本体は、本質的に、筒状のスリーブとするこ
とができる。
【００１２】
　好ましくは、押圧スリーブは成形によって、具体的には、深絞りによって作製すること
ができる。その結果、保持突起は、成形によって作製された押圧スリーブが接合の起きた
後に継手本体から滑り落ちるという冒頭に記載した傾向を打ち消すので、押圧スリーブを
作製するために、費用対効果が大きく材料を節約する成形、具体的には、シートメタル成
形に戻ることができる。押圧スリーブは、深絞りによって金属シートから一部片として作
製することができる。
【００１３】
　押圧セクションを強化または補強するために、受容セクションから離反する方を向く押
圧セクションの周囲部または周辺領域を、外側にフランジ加工にすることができる。押圧
セクションのフランジ加工された周囲部または周辺領域は、例えば、本質的に環状の円周
カラーの形状をとることができる。
【００１４】
　保持突起は、押圧スリーブの側方内面と側方外面との間に設けられる径方向開口部を通
して解放することができる。開口部は、例えば、パンチング加工および／または機械加工
によって作製することができる。保持突起を解放した後または開口部を作製した後に、保
持突起の自由端セクションが受容セクションの内部と少なくとも部分的に係合するように
、保持突起を径方向内側に曲げることができる。保持突起の材料の厚さまたは壁の厚さは
、好ましくは、押圧スリーブの材料の厚さまたは壁の厚さに相当し、押圧スリーブおよび
保持突起は、具体的には、１部片として形成される。保持突起は、押圧スリーブと一緒に
または１枚の金属シートから押圧スリーブの一体の構成要素として、費用対効果の大きい
手法で製造することができる。
【００１５】
　一実施形態によれば、押圧スリーブは、受容セクションの領域に、継手本体を挿入する
ために設けられる対面側を有する。本実施形態によれば、保持突起は、対面側から離反す
る方向において傾斜する。言い換えれば、保持突起は、具体的には、継手本体を挿入する
ために設けられる対面側に対して斜めになるような設置様式で傾斜する。継手本体の挿入
は、保持突起の向きによって簡単になる。具体的には、保持突起は、受容セクションの領
域において対面側に設けることができる。対面側の保持突起は、金属シートまたはスリー
ブをパンチング加工および／または機械加工し、その後、押圧スリーブの受容セクション
の対面側の周辺領域を深絞りおよび／またはフランジ加工することによって作製すること
ができる。
【００１６】
　具体的には、対面側を向く保持突起のガイド表面が、押圧スリーブの中心軸に関してあ
る角度だけ傾斜するように配置することができ、その角度は０°よりも大きく９０°より
も小さい。言い換えれば、ガイド表面は、押圧スリーブの中心軸に関して鋭角をなすよう
に設定することができる。継手本体を挿入すると、ガイド表面は、押圧スリーブと継手本
体との間の軸方向の相対的な動きを、継手本体に対する保持突起の締付けに変換するよう
に働くことができる。ガイド表面は、好ましくは、継手本体の対面側に沿ってまたは対面
側で継手本体の側方外面の境界を定める継手本体の周囲に沿って摺動し、その結果、継手
本体によって周囲上で径方向外側に変位し、このように、継手本体に対して内側に弾力的
かつ弾性的に締め付けられる。この作用は、押圧スリーブが継手本体上に事前設置される
ときにも、その代わりにまたはそれに加えて、押圧スリーブ、継手本体、および連結され
る管を押圧するときにも実現することができる。
【００１７】
　継手本体上に当接するために設けられる押圧縁部が、少なくとも１つの保持突起の自由
端セクションの領域に形成され、押圧縁部は具体的には縁部が鋭い。用語「縁部が鋭い」
とは、この場合は、９０°以下の角度をなす押圧縁部を意味する。角度が小さいほど押圧
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縁部の縁部は鋭い。設置状態において押圧スリーブの軸方向の変位を妨げる保持突起の締
付け作用を、押圧縁部によって強化することができる。押圧縁部は、好ましくは、継手本
体の材料に円周上で貫入するように形成される。保持突起は、押圧縁部によって、嵌合す
るように継手本体の材料をつめでつかむことができる。押圧縁部を備える保持突起の自由
端セクションは、嵌合するようにして、押圧スリーブの事前設置状態および／または設置
状態にある押圧スリーブと継手本体との間の軸方向の変位を妨げることができる。
【００１８】
　特に、保持突起が、押圧スリーブを挿入するために設けられる押圧スリーブの対面側か
ら離反する方向に延在する場合は、押圧縁部を備える保持突起は、有刺フックまたはつめ
の様式で押圧スリーブが継手本体から軸方向に滑り落ちることを防止することができる。
一方で、押圧スリーブは、軸に沿って設置方向または押圧方向において継手本体に押し付
けることができ、他方で、その後、設置方向の反対に押圧スリーブを取り外すことは、保
持突起によって妨害または阻止され、そうすることで、継手本体からの押圧スリーブの取
外しは、それを破壊せずには可能ではない。
【００１９】
　押圧スリーブの受容セクションは、軸方向に測定されるその長さに沿って本質的に一様
の開口幅を有することができる。本明細書では、「本質的に一様の開口幅」とは、受容セ
クションの開口幅が、少なくとも各区分において、径方向内側に延在する１つまたは複数
の保持突起の領域で局部的に狭められることを意味する。受容セクションは、押圧スリー
ブを用いて押圧される継手本体を事前設置しかつ案内するように働き、設置工程または押
圧工程を単純化することができる。
【００２０】
　あるいは、受容セクションの内側の輪郭は、軸に沿った長手方向のセクションで、少な
くとも各区分において、円錐形にかつ／または湾曲するようにかつ／または線形になるよ
うに先細りするように設計することもできる。この内側の輪郭は、少なくとも各区分にお
いて、少なくとも１つの保持突起が割り込むことができる。少なくとも１つの保持突起は
、具体的には受容セクションの内側の輪郭から始まって少なくとも各区分において径方向
内側に転向する方向に延在することができる。
【００２１】
　少なくとも１つの保持突起は、具体的には、少なくとも各区分において締め付けられて
いない状態にある保持突起が受容セクションの内法幅を画定するように設計することがで
きる。少なくとも１つの保持突起は、受容セクションおよび／または１つもしくは複数の
他の保持突起の側方内面を用いて開口部の範囲を定めることができ、その開口部の直径ま
たは内法幅は継手本体の外径よりも小さい。押圧スリーブは、押圧スリーブが継手本体に
押し付けられるときに、保持突起の自由端セクションが継手本体の側方外面によって径方
向外側に変位し、このように、継手本体に対して締め付けられるように設計することがで
きる。保持突起の締付けは、追加の作製工程を必要とせずに、押圧スリーブが軸方向に継
手本体に押し付けられると自動的に起きることが可能である。このように、例えば特許文
献１から知られる押圧ツールを用いて、押圧スリーブを接合し締め付けることができる。
【００２２】
　対面側から離反する方向に延在する押圧セクションを受容セクションに取り付けること
ができ、押圧セクションの内径は、対面側から離反する方向において先細りする。受容セ
クションおよび押圧セクションは、具体的には、それらの内側の輪郭は、具体的には不連
続にならずに、すなわち、例えば、接線方向に連続的にまたは曲率が連続的に、互いに直
接的に連なることができる。継手本体が事前設置された後には、押圧スリーブは、軸方向
に継手本体に直接的に押し付けることができる。このように、単純な手法で、具体的には
できるだけ滑らかな押圧工程を起こすことができる。
【００２３】
　対面側から離反する方向に延在する端部セクションを押圧セクションに取り付けること
ができ、押圧スリーブは、具体的には、端部セクションの領域において、本質的に一様の
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開口幅を有する。押圧スリーブと継手本体との間に形成される接触面または押圧面は、継
手本体への押圧スリーブの軸方向の固定をさらに改善するために、端部領域によって増大
することができる。代替の実施形態では、端部セクションは、押圧セクションを補強する
ように外向きにフランジ加工され、例えば、具体的には、本質的に円周カラーの形状をと
ることができる。
【００２４】
　受容セクションは対面側で円周フランジに連なることができる。このように、押圧スリ
ーブは、継手本体の挿入をより簡単にするために、例えば、この対面側の領域に漏斗のよ
うに形成することができる。フランジから始まる保持突起は、少なくとも各区分において
、径方向内側に転向する方向に延在することができる。
【００２５】
　押圧スリーブの一実施形態によれば、少なくとも２つの、特に、少なくとも３つの保持
突起を設けることができる。このように軸方向の確保が強化される。
【００２６】
　保持突起は、互いに関して規則的な角度距離の位置に配置することができる。そうする
ことで、押圧スリーブを継手本体に押し付けるときに、保持突起によって行われる本質的
に対称的な案内によって押圧スリーブが傾くことが防止される。
【００２７】
　保持突起は、具体的には、別々の要素として形成される。その結果、保持突起は、押圧
スリーブの残りの部分、具体的には押圧セクションとは異なる材料から製造することがで
きる。保持突起の機能は、材料の適切な選択によってさらに最適化することができ、例え
ば、特に弾性の材料を用いることができる。押圧縁部が保持突起上に設けられる場合は、
特に硬質の材料を用いることもできる。保持突起を別個に作製し、その後押圧スリーブに
挿入することもできるので、保持突起を別々の要素として形成することも押圧スリーブの
作製を単純化する。具体的には、押圧スリーブの作製を単純化するために、保持突起は、
別個のカッティングリングの形態で設けることができる。保持突起を有するこのようなカ
ッティングリングは、押圧スリーブの溝に嵌合するように挿入することができる。
【００２８】
　本発明はさらに、連結される少なくとも１つの管を収容する継手本体を有し、本発明に
よる押圧スリーブを有する、分離不能な封止管連結部のための押圧継手に関する。継手本
体は、本質的に回転対称、具体的には、例えば、スリーブまたは管セクションのような筒
状の構成要素とすることができる。少なくとも１つの保持突起は、本質的に滑らかな、具
体的には、溝および／または凹所のない、継手本体の側方外面上での、具体的には押圧ス
リーブの軸方向の保持を改善する。その代わりにまたはそれに加えて、継手本体の周囲上
に形成される、細いチャネル、溝プロファイル、または同様のものなど、１つまたは複数
の凹所を設けることができ、保持突起は具体的にはスナップ連結するようにその凹所と係
合する。
【００２９】
　押圧継手および押圧スリーブは、例えば、円形の断面を有する管を連結するために設け
られる。
【００３０】
　押圧スリーブおよび／または継手本体は、例えば、鋼材料、具体的には、高級鋼材料、
または銅材料、具体的には、真ちゅう、またはアルミニウム材料から形成することができ
る。好ましくは、押圧スリーブの材料は、継手本体の材料よりも高い硬度を有することが
できる。その結果、このことは、保持突起の自由端セクションが継手本体の材料に貫入す
ることを助け、したがって、押圧スリーブを継手本体に軸方向に固定することを助ける。
【００３１】
　本発明は、暖房設備、空調設備、衛生設備、もしくは飲料水設備、または技術用流体も
しくは医療用流体を運ぶ設備における、請求項１～１４の何れか一項に記載の押圧スリー
ブまたは押圧継手の使用にも関する。したがって、例えば、単純かつ確実な手法で押圧ス
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リーブまたは押圧継手を使用することによって、上記で言及した用途の領域で２つの管端
部間の金属封止連結部を作製することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
　本発明は、例示的な実施形態によって以下により詳細に説明される。
【００３３】
【図１】第１の実施形態に係る押圧スリーブを斜視図に示す。
【図２】継手本体上で事前設置状態にある図１による２つの押圧スリーブを示す。
【図３】継手本体上で設置状態にある図１による２つの押圧スリーブを、２つの管端部と
共に示す。
【図４】第２の実施形態に係る押圧スリーブを斜視図に示す。
【図５】継手本体上で事前設置状態にある図４による２つの押圧スリーブを示す。
【図６】継手本体上で設置状態にある図４による２つの押圧スリーブを、２つの管端部と
共に示す。
【図７】第３の実施形態に係る押圧スリーブを斜視図に示す。
【図８】継手本体上で事前設置状態にある図７による２つの押圧スリーブを示す。
【図９】継手本体上で設置状態にある図７による２つの押圧スリーブを、２つの管端部と
共に示す。
【図１０】第４の実施形態に係る押圧スリーブを斜視図に示す。
【図１１】継手本体上で事前設置状態にある図１０による２つの押圧スリーブを示す。
【図１２】継手本体上で設置状態にある図１０による２つの押圧スリーブを、２つの管端
部と共に示す。
【図１３】第５の実施形態に係る押圧スリーブを斜視図に示す。
【図１４】継手本体上で事前設置状態にある図１３による２つの押圧スリーブを示す。
【図１５】継手本体上で設置状態にある図１３による２つの押圧スリーブを、２つの管端
部と共に示す。
【図１６】第６の実施形態に係る押圧スリーブを斜視図に示す。
【図１７】継手本体上で事前設置状態にある図１６による２つの押圧スリーブを示す。
【図１８】継手本体上で設置状態にある図１６による２つの押圧スリーブを、２つの管端
部と共に示す。
【発明を実施するための形態】
【００３４】
　図１は第１の実施形態に係る押圧スリーブ２を斜視図に示す。分離不能な封止管連結部
を作製するための押圧継手用の押圧スリーブ２は、径方向に押圧される継手本体６を受容
する受容セクション４を有する（図２参照）。押圧スリーブ２は押圧セクション８を有し
、押圧セクション８は、継手本体６を径方向に狭めるように設計され、軸Ａに沿って見る
と先細りする。受容セクション４の内径は継手本体６の外径に適合される。押圧セクショ
ン８の内径は、少なくとも各区分において、継手本体６の外径よりも小さい。
【００３５】
　押圧スリーブ２は、継手本体６に対して径方向に弾力的かつ弾性的に締め付けできる保
持突起１０を３つ有する。保持突起１０はそれぞれ、自由端セクション１２を有する。保
持突起１０の締め付けられていない状態（図１）では、それぞれの自由端セクション１２
は、径方向Ｒにおいて受容セクション４の内部に少なくとも部分的に突出する。
【００３６】
　押圧スリーブ２は深絞りによって金属シートから作製される。保持突起１０は、押圧ス
リーブ２の側方内面１４と側方外面１６との間に設けられる径方向開口部１８を通して解
放される。開口部１８はパンチング加工によって作製される。保持突起１０は、パンチン
グ加工が起きた後に径方向Ｒの内側に曲げられ、そうすることで、締め付けられていない
状態（図１）にある保持突起１０のそれぞれの自由端セクション１２は、受容セクション
４の内部に少なくとも部分的に突出する。
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【００３７】
　押圧スリーブ２は、継手本体６を挿入するために設けられる対面側２０を有する。保持
突起１０は、対面側２０から離反する方向において傾斜する。対面側２０を向くそれぞれ
の保持突起１０のガイド表面２２が、軸Ａに関して鋭角αだけ傾斜する（図２参照）。
【００３８】
　保持突起１０は、その自由端セクション１２の領域に、矩形の、すなわち、縁部が鋭い
、押圧縁部２４を有し、継手本体６上に当接するために設けられる。
【００３９】
　押圧スリーブ２の受容セクション４は、継手本体６を挿入するために設けられる対面側
２０に割り当てられる。受容セクション４は、軸方向に測定されるその長さに沿って本質
的に一様の開口幅を有する。対面側２０から離反する方向に延在する押圧セクション８は
、受容セクション４に取り付けられる。押圧セクション８は、対面側２０から離反する方
向において先細りする。対面側２０から離反する方向に延在する端部セクション２６が、
押圧セクション８に取り付けられ、押圧スリーブ２は本質的に一様の開口幅を有する。保
持突起１０は受容セクション４に設けられる。保持突起１０は、互いに関して規則的な角
度距離の位置に配置される。
【００４０】
　図２は、図１による２つの押圧スリーブ２と、押圧スリーブ２によって押圧される事前
設置状態にある継手本体６を示す。押圧スリーブ２および継手本体６は、２つの管端部３
０を連結するための押圧継手２８を形成する（図３参照）。管端部３０はそれぞれ、継手
本体６に挿入することができる。管端部３０は、継手本体６の周囲部３２をフランジ加工
することによって、継手本体６と共に押圧される。そのために、押圧スリーブ２は、図２
に示す事前設置位置から開始して、軸Ａに沿って軸方向に継手本体６に押し付けられる。
【００４１】
　図３は、設置済みの押圧状態にある押圧継手２８を管端部３０と共に示す。管端部３０
は、継手本体６の側方内面の領域に設けられる停止具３４の位置まで、それぞれ継手本体
６に挿入される。押圧スリーブ２と継手本体６と管端部３０とが各場合に相互作用する状
態を拡大図から特定することができる。
【００４２】
　押圧継手２８がそれぞれの管端部３０と共に押圧されるときには、押圧スリーブ２は軸
方向に継手本体６に押し付けられる。本明細書には示さず、例えば特許文献１から知られ
ている、押圧ツールが、このために使用される。軸方向の移動の間に、継手本体６の周辺
領域または周囲部３２は押圧スリーブ２の押圧セクション８に沿って摺動して、直径が狭
められる。継手本体６の周辺領域または周囲部３２は、径方向内側に転向した方向にフラ
ンジ加工される。言い換えれば、押圧スリーブ２は母型を形成し、継手本体６の周辺領域
または周囲部３２が押圧工程中に押圧スリーブ２の先細りする押圧セクション８にしっか
りと当接し、そうすることで、継手本体６の周辺領域または周囲部３２が押圧セクション
８の内側の輪郭に沿って摺動し、したがって、塑性変形される。押圧スリーブ２の形状は
、本質的に、変わらないままである。
【００４３】
　保持突起１０は、それらの押圧縁部２４によって継手本体６の材料と係合し、それぞれ
の押圧スリーブ２が継手本体６から軸方向に滑り落ちることを防止する。押圧スリーブ２
の材料は継手本体６の材料よりも硬質である。押圧スリーブ２が軸方向に継手本体６に押
し付けられた後には、保持突起１０が継手本体６において自由端セクション１２によって
しっかりと把持するので、それぞれの押圧スリーブ２はもはや、それを破壊せずに継手本
体６から取り外すことができない。
【００４４】
　押圧スリーブの他の例示的な実施形態を以下に記載し、上記の例示的な実施形態と比較
して、本質的に同じ作用を有する構成要素または構造上の特徴部には同一の参照符号を割
り当てる。
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【００４５】
　図４は、押圧スリーブ２の第２の例示的な実施形態を斜視図に示す。図４に示す押圧ス
リーブ２は、図１に記載の例示的な実施形態とは、端部セクションが省略されている点だ
けが異なる。
【００４６】
　図５は、図４による２つの押圧スリーブ２および事前設置状態にある継手本体６を示す
。第１の例示的な実施形態と同様に、保持突起１０はすでに、押圧スリーブ２が設置方向
または接合方向の反対に継手本体６から軸方向に引き抜かれることも滑り落ちることもな
いように、押圧スリーブ２を事前設置状態に確保する。
【００４７】
　図６は、継手本体６上で設置状態にある図４による２つの押圧スリーブ２を、２つの管
端部３０と共に示す。ここでも、押圧スリーブ２と継手本体６と管端部３０との相互作用
を細部から理解することができる。
【００４８】
　図７は、押圧スリーブ２の第３の例示的な実施形態を斜視図に示し、図１に記載の例示
的な実施形態とは、端部セクションが省略されている点と、受容セクション４が対面側で
円周フランジ３６に連なる点とで異なる。保持突起１０はフランジ３６の領域に配置され
る。保持突起１０は、前述の例示的な実施形態と比べて、軸Ａに関して本質的により急な
角度αに設定される。このように、軸方向における押圧スリーブ２の特に細い設計が得ら
れる。
【００４９】
　図８は、図７による２つの押圧スリーブ２および事前設置状態にある継手本体６を示す
。前述の例示的な実施形態と同様に、保持突起１０はすでに、押圧スリーブ２が設置方向
または接合方向の反対に継手本体６から軸方向に引き抜かれることも滑り落ちることもな
いように、押圧スリーブ２を事前設置状態に確保する。
【００５０】
　図９は、継手本体６上で設置状態にある図７による２つの押圧スリーブ２を、２つの管
端部３０と共に示す。押圧スリーブ２と継手本体６と管端部３０との相互作用を細部から
理解することができる。
【００５１】
　図１０は、押圧スリーブ２の第４の例示的な実施形態を斜視図に示す。図１０に示す押
圧スリーブ２は、保持突起１０が受容セクション４の対面側に直接的に設けられることを
特徴とする。受容セクションの周囲も押圧セクションの周囲も、円形にまたは湾曲するよ
うにフランジ加工される。このように、押圧スリーブ２は、押圧工程中の径方向の拡幅に
対して強化または補強される。
【００５２】
　図１１は、図１０による２つの押圧スリーブ２および事前設置状態にある継手本体６を
示す。前述の例示的な実施形態と同様に、保持突起１０はすでに、押圧スリーブ２が設置
方向または接合方向の反対に継手本体６から軸方向に引き抜かれることも滑り落ちること
もないように、押圧スリーブ２を事前設置状態に確保する。
【００５３】
　図１２は、継手本体６上で設置状態にある図１０による２つの押圧スリーブ２を、２つ
の管端部３０と共に示す。押圧スリーブ２と継手本体６と管端部３０との相互作用を細部
から理解することができる。
【００５４】
　図１３は、押圧スリーブ２の第５の例示的な実施形態を斜視図に示す。本明細書では、
保持突起１０は受容セクション４の対面側に直接的に設けられ、保持突起１０は押圧スリ
ーブ２の全周にわたって延在する。そのために、受容セクション４の周囲は、９０°を超
えて内側に湾曲するようにフランジ加工される。押圧スリーブ２はさらに、図１０から図
１２に示す例示的な実施形態とは反対に、具体的には押圧セクション８を強化するために
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、壁厚の異なる構成要素から形成される。
【００５５】
　図１４は、図１３による２つの押圧スリーブ２および事前設置状態にある継手本体６を
示す。保持突起１０は、設置方向または接合方向の反対に継手本体６から押圧スリーブ２
が軸方向に引き抜かれることも滑り落ちることもないように、押圧スリーブ２を事前設置
状態に確保する。
【００５６】
　図１５は、継手本体６上で設置状態にある図１３による２つの押圧スリーブ２を、２つ
の管端部３０と共に示す。押圧スリーブ２と継手本体６と管端部３０との相互作用を細部
から理解することができる。
【００５７】
　図１６は、押圧スリーブ２の第６の例示的な実施形態を斜視図に示す。本明細書では、
保持突起１０は、押圧スリーブ２の本体とは別個のカッティングリング３８の要素として
形成される。複数の保持突起１０が、押圧スリーブの周囲に沿ってカッティングリング３
８によって設けられる。カッティングリング３８および保持突起１０は、押圧スリーブの
残りの部分とは異なる材料から製造することができる。
【００５８】
　図１７は、図１６による２つの押圧スリーブ２および事前設置状態にある継手本体６を
示す。カッティングリング３８はその上に配置された保持突起と共に、受容セクション４
の溝４０に保持される。保持突起１０は、押圧スリーブ２を継手本体６上で事前設置状態
に確保する。
【００５９】
　図１８は、継手本体６上で設置状態にある図１６による２つの押圧スリーブ２を、２つ
の管端部３０と共に示す。押圧スリーブ２と継手本体６と管端部３０との相互作用を細部
から理解することができる。
【図１】

【図２】

【図３】
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【図６】

【図７】

【図８】

【図９】
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【図１１】

【図１２】

【図１３】

【図１４】

【図１５】
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【図１７】

【図１８】
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